
〈主要目)タ グボー ト、鋼製、鉄道院所有、136総 トン、垂線間長

290m、 幅62m、 深 さ34m、 主機三連成汽機 1基 、出力 367馬力、

最高速力 99ノ ット、1917年播磨造船所で滋エ

名 船  発  掘 〈汽船〉

桜島丸
青

タ
函航路初の車両航走をささえた
グボート

写
真
左
は
言
森
港
で
働
く
後
年
の

「桜
島
丸
」

（手
前
側
の
タ
グ
ボ
ー
ト
）。
左
側
の
連
絡
船
は

「翔
周
丸
」
。
上
の
写
真
は

「車
運
丸
」

車

両
航
走

ハ
シ
ケ

「
草

運
丸

」

本
誌
今
月
子
は
港
で
働
く
船
の
特
集
な
の
で
、
今

回
は
鉄
道
連
絡
航
路
で
活
躍
し
た
小
型
の
補
助
汽
船

を
と
り
あ
げ
て
み
た
。
初
期
の
言
丙
辻
格
航
路
の
車

両
航
走
を
さ
さ
え
た
タ
グ
ボ
ー
ト

「は
鳥
九
」
、
こ
の

船
が
今
回
の
テ
ー

マ
で
あ
る
．

飲
道
車
両
を
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
式
で
延
ぶ
中
両
航
走
船
が

日
本
に
誕
■
し
た
の
は
明
冷
末
年
の
こ
と
，
関
門
海

峡
を
結
ん
だ
有
本
組
の
貨
車
航
送

ハ
シ
ケ
が
そ
の
始

め
で
あ
る
こ
と
は
、
第

〓
二
一
≡
で
紹
介
し
た
。

大
正
に
入
る
と
、
十‐
本
列
島
の
人
動
帆
で
あ
る
青

両
航
路
に
も
、
同
じ
よ
う
な

ハ
シ
ケ
が
登
場
し
た
。

「■
迂
丸
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

「車
運
九
」
が
就
航
す
る
ま
で
は
、
本
州
で
製
造
し

た
機
関
■
や
客
卓
や
貨
車
は
い
っ
た
ん
バ
ラ
バ
ラ
に

町
体
し
て
、
貨
物
船
で
小
仲
ま
で
運
ん
で
組
み
立
て

た
。
北
海
道
に
移
送
さ
れ
る
機
関
＋
な
ど
も
同
様
で

あ
り
、
解
体
と
荷
造
り
、
そ
し
て
組
み
立
て
に
多
く

の
日
教
と
推
賞
が
か
か

っ
た
．

そ
こ
で
田
鉄
は
、
閥
円
ル
峡
の
中
両
航
走
方
式
を

育
丙
抗
酷
に
も
導
入
す
る
こ
と
に
し
た
．

こ
う
し
て
、
キ
向
航
た

ハ
シ
ケ

「車
延
丸
」
が
西

貯
＝
堤
で
誕
■
し
た
，
排
水
主

二
百
一
十
イ
ト
ン
、

長
さ
二
十
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
八
メ
ー
ト
ル
の
大
理
鋼

製

ハ
シ
ケ
で
、
車
両
の
積
み
お
ろ
し
は
船
尾
か
ら
行

な

っ
た
ｃ

ハ
シ
ケ
■
の
レ
ー
ル
は
、
ラ
ン
プ
部
分
が



一
線
．
中
に
入

っ
て
，
線
に
分
か
れ
、
機
関
草
な
ら

中
線
に

一
両
、
各
草
な
ら
各
線

一
両
ず

つ
の
三
両
、

七
ト
ン
貨
申
な
ら
七
両
校
む
こ
と
が
で
き
た
。

現
在
、
こ
の
船
の
二
十
四
分
の

一
の
模
型
が
東
京

の
交
通
障
物
館
の
鉄
道
連
絡
船

コ
ー
ナ
ー
に
展
示
さ

れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。

陸
上
設
備
と
し
て
は
、
商
館
　
青
森
両
駅
の
船
着

場
に
子
動
式
の
可
動
椅
が
設
け
ら
れ
た
。

「
車

運
丸

」
専

用

の
タ
グ

ボ

ー
ト

「中
避
九
」
が
市
両
航
路
に
耽
航
し
■
河
航
走
を
始

め
た
の
は
、　
一
九
　
円

（大
正
三
）
年
十
二
月
。
関

門
れ
峡
に
遅
れ
る
こ
と
三
年
で
あ
る
ｃ

の
ち
に
す
両
航
路
に
本
株
的
な
い
両
波
冊

「
翔
爪

丸
」
ク
ラ
ス
が
登
場
し
、
車
両
抗
走
を
開
始
し
た
の

は
　
九
二
五

（大
止
十
四
）
年
で
あ
る
か
ら
、　
一
九

一
川
～

一■
年
ま
で
の
約
十
年
間
が

「＋
述
九
」
の

活
躍
時
代
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

「ギ
起
九
」
は
、
保
忙
室
や
仲
員
ｉ
が
あ
る
立
派
な

ハ
シ
ケ
だ

っ
た
が
、
エ
ン
ジ
ン
が
付

い
て
い
な

い
の

で
、
タ
グ
ボ
ー
ト
に
曳
抗
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
仕

■
に
な
ら
な
い
。
ル
の
昨
所
と

い
わ
れ
る
津
唯
海
岐

で

「
車
赳
九
」
を
曳
く
タ
グ
ボ
ー
ト
の
選
定
に
は
、

回
鉄
も
頭
を
痛
め
た
よ
う
だ
。

壮
初
は
貨
物
船
に
曳
か
せ
た
が
、
ス
ピ
ー
ド
が
放

減
し
て
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
キ
ー
プ
で
き
な
か

っ
た
。

そ
こ
で
　
九
　
八

（大
正
七
）
年
か
ら
は
、
民
間
の

タ
グ
ボ
ー
ト
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
曳
航
に
当
た

っ
た
。

海
象
条
件
の
き
び
し
い
冬
季
は
休
航
と
し
た
。

■
年
後
の

一
九
Ｆｌ
①

（大
Ｉ
九
）
午
七
月
、
川
鉄

は
自
船
自
営
の
ポ
リ
シ
ー
か
ら
、
そ
の
こ
ろ
瀬
戸
内

海
で
鉄
適
用
石
炭

ハ
シ
ケ
を
曳

い
て
い
た
円
欽
調
度

部
所
属
の
タ
グ
ボ
ー
ト

「
桜
鳥
九
」
に
日
を
付
け
、

こ
れ
を

「車
運
丸
」
専
用
の
タ
グ
ボ
ー
ト
と
し
て
青

画
航
路
に
転
馬
さ
せ
た
。
以
後
、
「■
運
丸
」
と

「桜

鳥
丸
」
の
ペ
ア
に
よ
る
車
両
航
走
が
定
着
し
、
汁
軽

海
峡
の
名
物
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

「桜
向
九
」
は
、　
一
九

一
七

（大
正
六
）
年
十
二
月

に
新
磨
造
恥
所
で
完
成
し
た
鋼
製
タ
グ
ボ
ー
ト
で
あ

る
。
総
ト
ン
数
は
百
〓
十
六
ト
ン
。
主
機
は
三
連
成

汽
機

一
米
。
木
辻
が
ｉ
流
で
あ

っ
た
当
時
と
し
て
は
、

出
色
の
優
秀
タ
グ
ボ
ー
ト
で
あ

っ
た
。

昭
和

四
十

年
代

ま

で
民
間

で
働

く

一
九
二
四

（大
正
十
三
）
年
、
客
載
車
両
渡
船
の

「翔
風
丸
」
ク
ラ
ス
四
隻
が
登
場
し
、
翌
年
人
月
か
ら

車
両
航
走
を
開
始
し
た
。

こ
れ
以
後

「車
連
丸
」
と

「桜
島
九
」
の
ベ
ア
は

も

つ
ぱ
ら
、
「翔
鳳
九
」
ク
ラ
ス
に
不
向
き
な
危
険
物

搭
載
〓
両
を
述
ん
で
い
た
　
だ
が

一
九
一
六

（大
正

十
五
）
年
に
専
用
の
車
両
減
船

「第

一
育
函
九
」
が

北
航
し
た
た
め
、

ハ
シ
ケ
に
よ
る
■
両
航
た
は
不
要

と
な
り
、
翌

一
九
二
七

（昭
和
二
）
年
六
月
限
り
で

「車
運
九
」
は
運
航
を
廃

１に
し
た
ｏ

二
船
は
そ
の
後
ど
う
な

っ
た
か
。

「車
運
九
」
は
函
館
港
に
係
留
さ
れ
、
七
年
後
、
北
海

道
の
大
焔
縦

（
の
ち
の
羽
帆
線
）
人
姉
川
鉄
祐
の
架

設
に
出
動
し
た
の
を
最
後
に
売
却
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
に

な

っ
た
。
売
却
さ
れ
た
の
は

一
九
二
六

（昭
和
卜
　
）

年
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
の

「桜
島
九
」
は
、　
一
九
二
人

（昭
和

二
）
年
九
月
か
ら
四
年
間
、
青
茶
港
の
タ
グ
ボ
ー
ト

と
し
て
働

い
た
。
こ
こ
に
拙
げ
た
写
真
は
吉
森
港
で

活
躍
す
る
こ
の
時
期
の

「桜
島
九
」
（千
前
）
で
、
左

側
は
客
杖
，
両
波
船
の

「翔
は
九
」
で
あ
る
。

そ
の
後

「桜
島
九
」
は
、
社
内
港
、
小
樺
港
で
稼

働
し
、
第
二
次
大
戦
後
ま
で
残
存
。　
一
九
五
三

（昭

和
一
十
人
）
年
に
田
鉄
時
代
取
後
の
勤
務
地
で
あ
る

北
九
州
の
戸
畑
港
で
係
船
と
な

っ
た
。

鉄
道
連
絡
船
関
係
の
史
昔
で
は
、
「桜
島
九
」
の
生

た
は
こ
れ
で
終
わ

っ
た
と
し
て
い
る
が
、
一Ｈ
本
船
名

録
』
を
ひ
も
と
く
と
、
こ
の
い
の
船
歴
は
、
そ
の
後

も
十
数
年
続

い
て
い
る
。

係
加
の
の
ち

「
桜
席
丸
」
は
民
――――
に
売
却
さ
れ
、

広
島
の
個
人
船
上
を
経
て
、　
一
九
五
七

（昭
和
三
十

二
）
年
に
下
関
の
関
光
海
逆
の
子
に
渡

っ
た

）
関
光

加
赳
は
阪
九
フ
エ
リ
ー
の
け
体
と
な

っ
た
内
航
船
公

社
で
、
長
距
離
フ
エ
リ
ー
を
着
想
し
た
入
谷
豊
州
氏

に
よ

っ
て
戦
後
設
立
さ
れ
た
Ｌ
「桜
向
九
」
は
入
谷
氏

の
も
と
で
晩
年
を
過
ご
し
、　
一
九
六
七

（昭
和
四
十

）
年
に
除
籍
さ
れ
て
い
０
一
　

山
田
　
連
生
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